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＊　4　月　の　税　金米

韓　　　自　　　動　　　車　　税　　　納期　4月16日約－30日的

固定資産税第一期分は、本年に限り、納期は5月です。
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3月21日6両編成の三線区めぐり列車（上別府）　　　　昭和49年1月20日宝木線からSLが消えた

国
鉄
第
一
次
廃
止
対
象
線
の
空
木
線
が
三
月
三
十

一
日
、
さ
よ
な
ら
列
車
を
最
後
に
運
転
を
取
り
や
め
、

七
十
七
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
日
、

遠
賀
川
駅
ホ
ー
ム
や
沿
線
に
は
、
列
車
の
最
後
の
姿

を
見
よ
う
と
町
民
や
鉄
道
マ
ニ
ア
が
詰
め
か
け
終
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

三
列
車
が
遠
賀
川
駅
に
…

右
か
ら
宝
木
線
、
鹿
児
島

本
線
下
り
、
同
上
り
列
車



花をそえた遠賀町吹奏楽団と折尾高校のバンド濠実

さ　よ　な∴ら∴垂　木　錦

最終列車乗車記念証明書

昭和60年3月31日JNR九州総局

あなかは、本臼攻木終上り最終曽1it

440D（こ桑雄されたことを，証明

します。

；！濃い悶C的部、たたきまして、3）りbとう
ございました。

今までよくがんばったね
本当にありがとう
さようをら宝木線………

名所案内
結総十両靴音誉
講中山身柄不動謙

浩黒古月梢穴言∵∵

塑聖竪轟

手
柴
正
幸
運
転
士
、
中
田
清
－
車
掌

に
花
束
を
握
る
　
（
手
渡
す
の
は
広
激

中
断
－
年
生
大
竹
儀
介
ち
ゃ
ん
、
松

岡
沙
織
ち
ゃ
ん
、
遠
賀
川
保
育
園
の

田
i
中
線
里
子
ち
ゃ
ん
）

幼
時
持
分
宝
木
発
、
上
り

最
終
列
車
の
乗
客
に
配
ら

れ
た
「
最
終
列
車
乗
車
記

念
証
明
書
L

e
①
∞
ふ

↓
宝
木
鋲
ホ
ー
ム
に

柴
田
遠
賀
町
農
に
よ
る一

目
駅
長
発
車
式

さ
よ
な
ら
列
車
を
見
送
る
山
田
駅
長

与
鷲
宮
縮
刷
臓
親
鳥
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畠⑬勃8秒勧告9
3月20日、役場前で献血か行われ、160人（採血

春130人）の方々のこ協力をいただきました。

昭和60年度も多くのみなさんのこ協力をお願い
します。

3月20日献血車の中で

）4－（閉園心
筋⑰禽

町
営
新
町
駐
車
場

六
十
年
度
契
約
更
新
中

町
営
新
町
駐
車
場
を
こ
利
用
の
皆
様

で
、
昭
和
六
十
毎
度
契
約
の
済
ん
で
な

い
方
は
、
早
急
に
役
場
総
額
管
財
係

で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
四
月
二
十
日
（
土
）
ま
で
に

手
続
き
が
出
来
な
い
方
は
、
管
財
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

鯉

の

ぼ

り

を

i
 
i
寄
贈
し

本
年
度
も
、
「
子
と
も
祭
り
」
茎
葉
貫

会
で
は
、
五
月
五
日
（
子
ど
も
の
自
）
に
、

子
と
も
祭
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
皆
様
の
こ
協
力
に
よ
り
、
お

よ
そ
首
尾
近
く
の
鯉
の
ぼ
り
を
い
た
だ
き
、

盛
大
に
子
と
も
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
毎
度
も
、
昨
年
以
上

の
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
、
子
と
も
達
の
胸
に
、

楽
し
い
思
い
出
を
、
と
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
お
宅
で
不
用
の
鉦
の
は
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
警
課
役
（
2
9

て

く

だ

さ

い

③
㊥
⑧
㊥
⑧
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⑤
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3
）
1
3
5
5
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
宅

ま
で
頂
き
に
あ
が
り
ま
す
。

な
お
、
中
央
公
民
館
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

役
場
人
事
異
動

四
月
一
日
付
で
役
場
職
員
の
入
組
薬
効
を

行
い
ま
し
た
。
（
　
）
は
旧
所
属
課

o
建
設
課
長
泉
原
酒
努
（
建
設
課
参
部
）

。
都
市
整
備
係
長
花
生
時
夫
（
擾
地
盤
備

係長）
・
猿
地
盤
備
係
長
松
本
惟
琶
（
都
市
整
備

係長）
・
会
計
係
良
　
案
　
浩
（
教
育
委
員
会
学

務
係
長
）

。
説
務
課
　
大
庭
幹
子
（
収
入
役
室
）

。
馨
春
風
会
学
務
課
吉
村
曹
司
（
企
画

調整課）

・
企
画
調
整
課
時
松
　
治
（
説
務
談
）

。
退
職
畑
瀬
登
美
子
　
三
月
三
十
一
日
付

島
田
小
学
校

振
出

校
長
・
岡
　
巌
（
頃
末
小
）

教
頭
・
売
時
幸
司
（
浅
木
小
）

教
諭
・
早
川
光
子
（
教
頭
新
任
）
　
松
丸
拓

児
（
芦
屋
東
小
）
　
西
村
タ
ツ
ミ
（
酒
宴
澤

小
）
　
中
元
恵
子
（
浅
木
小
）
　
七
田
倫
子

（
葉
小
）
　
青
野
元
昭
（
西
川
小
）
　
苦

木
る
り
子
（
退
職
）

魅
入

校
長
・
沖
　
陸
奥
雑
（
笠
松
小
）

教
頭
・
早
川
光
子
（
教
頭
新
任
）

教
諭
・
児
玉
満
子
（
海
老
津
小
）
　
重
慶

美
子
（
猪
熊
小
）
　
中
村
弘
子
（
浅
木
小
）

小
森
民
代
（
浅
木
小
）
　
上
之
　
浩
（
笠
松

小）広
渡
小
学
校

転
出

校
長
・
本
田
脇
次
（
退
職
）

教
頭
・
安
永
多
富
男
（
校
長
新
任
）

教
諭
・
小
宮
順
一
（
渋
木
小
）
　
多
良
幸
男

（
浅
木
小
）
　
坂
田
美
津
代
（
山
田
市
）

峠
入

校
長
・
安
永
多
富
男
（
校
長
新
任
）

教
頭
・
斉
撥
照
男
（
笠
極
小
）

教
諭
・
木
下
曇
口
（
浅
木
小
）
　
山
下
良
平

（吉本小）

浅
木
小
学
校

転
出

教
頭
・
谷
口
陸
産
（
香
港
日
本
人
学
校
）

教
諭
・
大
久
保
稔
（
伊
左
庭
中
）
　
木
下
忠

言
（
広
渡
小
）
　
木
島
喜
代
子
（
伊
左
座

小
）
　
榎
本
由
美
子
（
芦
屋
小
）
　
小
森
民

代
（
島
門
小
）
　
中
村
弘
子
（
島
門
小
）

石
松
幸
子
（
退
職
）

転
入

教
頭
・
寿
崎
幸
司
（
島
田
小
）

教
諭
・
多
良
幸
男
（
広
漠
小
）
　
小
宮
順
一

（
広
陵
小
）
　
中
村
カ
オ
ル
（
芦
屋
小
）

柴
田
み
ど
り
（
伊
左
座
小
）
　
内
堀
知
佳
子

（
戸
切
小
）
　
中
元
恵
子
（
畠
田
小
）
　
七

田
怜
子
（
出
門
小
）
　
四
　
秀
樹
（
新
任
）

遠
賀
中
学
校

転
出

教
諭
・
構
是
清
借
（
芦
屋
申
教
頭
）
　
槻
木

伊
淳
子
（
岡
垣
中
）
　
佐
々
木
袈
美
（
行
橋

市
）
　
弦
本
睦
美
（
芦
屋
申
）

転
入

教
諭
・
山
崎
寒
路
（
水
巻
申
）
　
石
橋
留
連

子
（
岡
垣
申
）
　
白
石
み
ち
子
（
岡
垣
申
）

松
井
轡
す
（
芦
屋
申
）

通
貨
高
中
学
校

振
出

教
諭
・
佐
藤
正
男
（
粕
屋
郡
）

転
入

教
諭
・
赤
星
幸
好
（
岡
垣
巾
）
　
山
根
知
子

（新任）
饗
護
教
諭
・
三
好
千
里
（
新
任
）



第360号

4月に一年分前納された場合と

毎月納付との比職

納付区分 �月々納めた 絹∴合④ �前納した 場合⑰ �割引額 ④－㊤ 

定額俣峻料 の　み �6．740円 ×12月 00．綿0円 �78．950円 �1．鈍0円 

定額保磯舟 ＋ 付加保険料 �7．140円 ×12月 節．〔捌）円 �83、610円 �2．m0円 

団へ
他

動
的⑬塵）5（

ぎ
窒
最
善
を
宣
誓
望
斉
を
争
宣
誓
霊
達
を
唇
宣
告

棚
国
　
民
　
年
　
金
輔

凄
普
七
掌
寄
せ
ぜ
写
せ
掌
せ
せ
や
軍
事
せ
せ
や
せ
せ
や
蔓

勤
め
を
や
め
た
人
は

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

社
会
保
険
本
人
の
重
度
障
害
者
も

医
癒
費
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

勧
め
て
い
た
人
が
、
六
十
歳
に
な
る
前
に

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
た
ら
、
そ
の
翌

日
に
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
こ
の
手
続
き
を
し
ま
す
と
、
今
ま
で
加

入
し
て
い
た
年
金
と
国
民
年
金
の
被
保
険
者

期
間
が
自
動
的
に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、
老

後
、
よ
り
多
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、
年

金
を
受
け
る
鳶
簡
閲
を
満
た
し
て
い
な
い

人
の
場
合
は
、
今
ま
で
に
掛
け
た
保
険
料
が

掛
け
捨
て
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
生
後
悔
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

計
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
国
民
年
金
加

入
の
手
続
き
を
か
な
ら
ず
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
は
、
こ
本
人
が
印
鑑
と
厚
生
年
金

な
ど
の
年
金
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
役
場
国

保
年
金
係
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
重
度
心
轟
害
者
医
馨
の
藩

に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
医
療
費
補

助
の
受
給
者
の
範
囲
が
紘
大
さ
れ
、
職
場
の

壁
彊
険
に
加
入
し
て
い
る
勤
務
者
本
人
（

被
用
者
保
険
本
人
）
が
畠
陰
菖
老
手
帳
の

一
級
薯
し
く
は
二
級
に
骸
当
す
る
袈
口
（
例

外
と
し
て
三
級
で
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）
に
は
本
人
が
負
担
す
る
医
馨
の
一

割
分
に
つ
い
て
公
賞
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
の
重
度
心
身
障
害
者
医
嚢

支
給
制
度
実
施
要
綱
の
改
正
に
基
づ
き
実
施

す
る
も
の
で
、
昨
隼
十
月
に
さ
か
の
ぼ
り
通

用
さ
れ
ま
す
。

▽
日
詰
諦
切
　
1
月
2
5
日
（
木
）
ま
で

▽
持
参
晶
　
。
身
体
障
害
者
手
帳

。
健
康
保
険
証

o
印
鑑

五
十
九
年
十
月
以
降
に
診
療
を
受
け
た
方

は
、
一
割
負
担
の
領
収
証
（
領
収
証
を
亡
失

さ
れ
て
い
る
鴇
合
は
、
大
体
の
こ
と
を
メ
モ

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
領
収
証
に
つ

い
て
は
、
県
で
定
め
た
様
式
の
も
の
を
別
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

身
体
障
害
董
す
頓
の
三
級
で
も
該
当
す
る

場
合
は
、
児
藷
程
法
ま
た
は
繕
神
薄
弱
者

福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
中
等
度
の
清
祥
薄
弱

者
と
判
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
き
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額
保
険
料
と

付
加
保
険
料
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
、
四
月
か
ら
空
室
二
月
ま
で
の
一
年
分
を

ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
お
さ
め

忘
れ
な
ど
が
防
止
で
き
る
と
と
も
に
、
納
付

の
室
蘭
も
は
ぷ
げ
、
そ
の
う
え
割
引
き
が
あ

る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

身
体
障
富
者
の
み
な
さ
ん
へ

巡
回
相
談
が
あ
り
ま
す

▽
日
　
時
昭
和
0
0
毎
1
月
2
4
日
（
水
）

1
0
時
～
1
4
時
5
0
分

▽
場
所
芦
屋
町
中
矢
公
民
館

▽
対
象
者
身
体
陸
曹
宕
手
帳
所
持
者
お
よ

び
戦
傷
病
者
で
相
談
の
必
要
が

あ
る
者
、
新
た
に
同
手
帳
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
内

郡
臓
著
者
は
除
く
）

▽
相
談
内
容

・
補
装
具
の
交
付
、
修
理
の
雲
呑
判
定
処

分
、
適
合
判
定

・
更
生
医
療
給
付
薯
の
判
定

・
身
体
障
害
者
更
正
援
護
施
設
や
福
祉
施

設
へ
の
入
所
指
導

・
身
体
障
害
宴
手
帳
交
付
判
定

・
そ
の
他
更
庵
霜
淡
に
関
す
る
こ
と

▽
持
春
風
　
印
鑑
（
島
陰
蕾
若
手
腹
所
持

者
は
手
帳
も
持
参
）

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

▽
採
用
職
名
一
般
行
政
蒋
務

▽
採
用
人
員
一
名

▽
受
付
期
間
　
昭
和
0
0
年
5
月
1
5
日
～
5
月

如
日

▽
試
験
日
　
5
月
2
2
日
（
水
）
頃
の
予
定

▽
受
験
資
格
昭
和
3
4
年
6
月
1
日
～
昭
和

4
2
年
4
月
1
日
生
の
者

次
の
い
ず
れ
か
に
骸
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

。
日
本
国
徳
彦
肴
し
な
い
者

・
地
方
公
聾
貝
法
第
1
6
条
に

該
当
す
る
者

▽
試
験
科
目
一
般
教
養
試
験
と
作
文
試
験

申
込
用
紙
請
求
は
、
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
寧
襲
口
総
務
課
庶
務
係
連
理
町

今
古
賀
　
禽
（
2
9
3
）
3
5
8
1

郵
便
で
請
求
ま
た
は
申
込
み
の
場
合
は
封

筒
の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙
騎
乗
」
ま
た
は

「
受
験
申
込
」
と
朱
蕾
の
こ
と
。

講
演
会
を
行
い
ま
す

1
郷
土
文
化
研
究
会
　
－

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
4
月
1
3
日
（
土
）

1
3
時
～

▽
場
　
所
　
中
天
公
民
館
会
摸
室

▽
請
　
漬
　
「
洪
積
世
と
人
類
誕
生
」

▽
講
　
師
豊
沢
朋
次
氏

例
会
後
、
昭
和
六
十
年
度
総
会
を
開
き
ま

す
の
で
会
員
の
方
は
お
残
り
く
だ
さ
い
。



▽　▽

婁墓
先欝 あ

な
た
も
い
か
が
で
す
か
？

禽
③
冨
竃
雷

次
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
た
だ
今
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て

余
暇
を
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

初
心
者
、
経
験
者
と
も
に
技
術
の
練
磨
に

は
げ
ん
で
、
遠
賀
町
内
に
名
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
。

多
数
同
好
の
志
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
日
曜
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
～

▽
場
所
古
臭
公
民
館
話
語
室

▽
会
盛
　
年
四
千
五
百
円

▽
内
容
　
大
輪
三
本
、
ダ
ル
マ
、
福
助
仕

立
、
懸
崖
、
盆
栽
、
ミ
ニ
盆
栽

仕
立4

月
5
0
日
（
火
）

虫
生
津
　
純
手
　
勉

穏
（
2
9
3
）
3
0
4
0

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

パ
ッ
ク
、
サ
イ
ブ
、
そ
の
他
手
造
り
の
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
・
二
三
木
囲
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
英
公
民
館
視
聴
覚
室

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
材
料
費
　
実
質

▽
申
込
先
東
和
苑
　
宮
本
利
子

舘
（
2
9
3
）
4
4
6
1

開
園
器
国
書
圏
書
目

▽
例
会
日
　
5
月
1
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

▽
時
間
　
如
時
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
和
室

▽
会
費
月
三
千
円

▽
申
込
締
切
　
4
月
2
7
日
（
土
）

▽
そ
の
他
　
当
日
、
運
針
用
布
と
裁
縫
用

具
一
式
を
持
参
し
て
＜
だ
さ

▽
申
込
先
　
役
場
内
　
桑
原
カ
ズ
子

館
（
2
9
3
）
1
2
3
4

（
圃
＝
同
日
口
圃
日
日

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
二
、
夢
二
金
曜

日

▽
時
　
間
　
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
英
公
民
館
視
聴
覚
室

▽
会
費
月
二
千
円

▽
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

▽
申
込
先
　
松
ノ
木
　
原
を
、
主

節
（
2
9
3
）
5
3
4
5

日
国
書
自
発
国
扉
案
寓

こ
の
会
は
遠
賀
町
内
の
さ
つ
き
愛
好
者
の

集
ま
り
で
す
。

あ
な
た
も
さ
つ
き
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
万
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

▽
例
会
日
　
奇
数
月
の
第
二
日
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
4
時
～

▽
場
　
所
　
各
会
員
宅

▽
会
　
費
　
隼
一
手
円

▽
申
込
先
　
役
場
内
面
　
籠

稽
（
2
9
3
）
1
2
3
4

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
町
内
や
近

郊
の
遺
跡
巡
り
や
調
査
、
さ
ら
に
発
表
会
、

調
査
整
墨
筆
竃
時
行
い
ま
す
。

▽
会
費
　
年
二
千
円

▽
申
込
先
　
虫
生
満
　
水
口
孝
行

舘
（
2
9
3
）
1
5
8
9

友
愛
の
な
か
で
技
術
の
向
上
を
は
か
り
、

緑
の
環
境
づ
く
り
を
生
き
が
い
に
、
塵
作
り

に
興
味
の
あ
る
方
、
多
数
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容
庭
園
の
造
成
技
術
の
養
成
、

庭
木
の
仕
立
、
勢
定
　
先
進

地
の
祝
祭
、
見
学

▽
会
　
費
　
年
二
千
五
百
円

▽
申
込
締
切
4
月
5
0
日
（
火
）

▽
申
込
先
　
史
生
渾
　
沌
手
勉

甥
（
2
9
3
）
3
0
4
0

（
図
回
回
判
じ

初
心
者
の
方
、
お
気
醇
に
ご
参
加
く
だ
さ

。
抹
茶
　
表
千
家

o
煎
茶
　
小
錦
原
流

▽
例
会
日
　
毎
月
第
「
第
二
、
第
三
火
曜

日

▽
時
　
間
　
同
時
～
ュ
5
時

▽
場
　
所
　
中
英
公
民
館
茶
室

▽
申
込
先
　
鬼
法
　
学
田
富
美
子

＄
（
2
9
3
）
1
5
2
5

福
岡
県
山
岳
連
盟
に
所
屈
し
、
郡
内
で
は

唯
一
の
本
格
的
な
山
の
会
で
す
。

会
員
相
互
、
家
族
的
な
雰
囲
気
を
重
ん

じ
、
四
季
を
通
じ
て
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
楽

し
い
山
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
に
は

登
山
の
基
礎
か
ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
、
安

全
な
発
山
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
の
会
で
し
か
味
わ
え
な
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
を
企
画
し
、
家
撲

閲
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

▽
時
間
　
ュ
9
時
5
0
分
～
2
1
時
約
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
費
　
年
四
千
八
百
円

▽
会
員
数
2
0
蔵
か
ら
5
0
酸
ま
で
三
十
一
名

▽
申
込
先
　
尾
崎
松
井
登

㊨
（
2
9
3
）
0
3
5
3
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健
康
倦
課
と
簡
単
な
ジ
ャ
ズ
体
操
で
す
。

年
齢
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

・
肩
こ
り
、
頭
摘
も
ち
、
腰
痛
な
ど
で
お

悩
み
の
方
／

・
肥
満
気
味
の
方
／

。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
／

▽
例
会
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
0
0
分
－
1
2
時

▽
場
所
今
古
賀
公
民
館

▽
入
会
金
　
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
そ
の
他
　
服
装
は
自
由
（
動
き
や
す
い
服

装で）

▽
申
込
先
　
碩
穣
会
場
か
、
別
府
　
服
部
澄

子
　
＄
（
2
9
3
）
5
4
9
4

遠

　

賀

　

ク

　

ラ

　

ブ

バ
　
レ
　
ー
　
ボ
　
ー
　
ル

当
ク
ラ
ブ
は
高
楼
生
か
ら
四
十
賎
以
上
の

方
ま
で
と
幅
広
く
、
佳
境
増
進
と
明
る
い
チ

ー
ム
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
過
去
郡
民
体
育
大
会
や
都
連
大
会
で
男

嘉
丁
健
勝
、
女
子
は
媒
体
に
出
場
し
て
い
ま

す。
あ
な
た
も
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
い
い
汗

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
遠
賀
ク
ラ
ブ
男
子
と
遠
賀
ク
ラ
ブ
女
子

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
勘
所
　
遠
賀
南
中
学
校
体
育
館

▽
会
費
月
三
百
円
（
高
校
生
）

月
五
百
円
（
一
般
）

▽
会
員
数
。
男
子
十
五
名

o
女
子
十
四
名

◎
遠
賀
マ
マ
ク
ラ
ブ

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
、
金
岡
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
3
0
分

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
余
韻
　
月
千
円

▽
会
員
数
　
二
十
名

◎
通
貨
高
マ
マ
ク
ラ
ブ

▽
練
習
日
　
萄
週
末
醐
日

▽
時
間
　
ュ
9
時
5
0
分
－
2
1
時
5
0
分

▽
勘
所
遠
賀
商
事
学
校
体
育
館

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
会
員
数
　
十
九
名

▽
申
込
先
　
別
府
宮
原
征
四
郎

範
（
2
9
3
）
3
1
3
1

臨
書
藷
　
回
書
狂
喜
圏

弥
生
流
剣
彰
綿
々
長
の
横
川
鴛
国
先
生
を

迎
え
て
「
壁
を
始
め
ま
す
。

僅
暁
と
美
容
の
た
め
に
も
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
例
会
日
　
毎
泊
栄
職
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
3
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

▽
会
費
月
千
一
青
円
（
小
学
～
市
費
等

月
二
千
三
百
円
（
一
般
）

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
　
井
上
博
文

舘
（
2
9
5
）
0
0
0
7

健
康
ブ
　
イ
　
体
操

い
ろ
い
ろ
な
運
動
（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
）
の
嚢
巻
襲
晶
に
組
み

込
ん
だ
、
誰
に
で
悪
罵
体
操
で
す

▽
例
会
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
勘
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
入
会
金
　
千
五
百
円

▽
会
∴
賀
　
月
千
五
百
円

▽
申
込
先
面
接
会
坊
か
、
東
和
苑
　
柿
木

一
子
　
巽
2
9
3
）
3
9
6
4

▽
例
会
日
と
時
間

毎
週
火
職
日
　
1
9
時
～
2
1
時

毎
週
金
曜
日
　
1
0
時
－
1
2
時

▽
助
所
東
和
苑
公
民
館

▽
入
会
金
　
千
五
百
円

▽
会
　
毀
千
尋
日
田

▽
申
込
先
　
面
接
会
坊
か
、
東
和
苑
　
岩
透

七
美
恵
∴
趣
（
2
9
3
）
3
6

1
3

遠

賀

バ

ス

ケ

i

ッ

ト

ポ
　
ー
　
ル
　
ク
　
ラ
　
ブ

わ
が
ク
ラ
ブ
は
、
創
立
五
年
日
を
迎
え
、

一
段
と
ク
ラ
ブ
と
し
て
充
実
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
回
、
初
心
者
よ
り
経
験
者
、
ま
た

老
若
男
女
は
問
わ
ず
部
員
を
募
集
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

▽
時
　
間
　
⊥
9
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
対
象
者
　
高
校
生
以
上

▽
そ
の
他
　
月
一
回
の
割
合
い
で
練
習
試
合

を
行
い
ま
す
。
春
、
夏
、
秋
に

は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
申
込
先
　
輩
木
　
嶋
崎
璧
口
　
舘
（
2
9

3
）
6
1
3
3

i
リ
ボ
ン
ワ
i
ラ
ワ
I
教
室
i
i

か
わ
い
い
お
花
を
あ
な
た
の
手
で
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

都
合
の
よ
い
月
か
ら
入
会
出
来
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
週
金
関
目
（
第
五
は
除
く
）

▽
時
　
間
　
的
時
－
1
2
時

▽
場
　
所
　
中
英
公
民
館
視
聴
撹
窒

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
材
料
費
∴
実
践

▽
申
込
先
　
木
守
　
小
川
節
子

甥
（
2
9
3
）
2
1
0
7

i
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

開
国
囲

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
い
う
言
葉
に
な
じ
み
の

な
い
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ス
ポ

ー
ツ
は
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

と
呼
ば
れ
る
赤
い
羽
根
の
つ
い
た
小
さ
な
白

い
ポ
ー
ル
を
手
で
打
ち
あ
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、

年
齢
、
体
力
差
を
関
わ
ず
、
ま
た
、
初
め
て

の
人
で
も
す
ぐ
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
、
最
近

わ
が
国
で
も
愛
好
者
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
二
月
の
広
報
に
掬
載
し
て
あ
っ
た
よ
う

に
、
遠
賀
町
で
も
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
公
認
審

判
を
と
ら
れ
た
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
普
及
と

体
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

協
会
を
設
立
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
加

入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
水
間
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
　
月
五
百
円

▽
申
込
締
切
　
4
月
1
8
日
（
木
）

練
習
は
4
月
2
4
日
か
ら
行
い
ま
す

▽
申
込
先
　
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
内

田
口
忠
一

箇
（
2
9
3
）
1
3
5
5



）°紺八
的

心
筋⑩僅

副
副
剛
馴
剖
刑
賀
田

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日

▽
時
　
間
　
驚
分
～
幼
時

▽
場
所
第
一
武
道
巽
中
失
公
民
壁

▽
入
会
金
　
千
円

▽
会
寅
　
星
由

▽
対
∴
象
　
小
学
生
と
墓
室

▽
申
込
先
直
撰
会
場
か
、
上
別
府
石
松

憲
司
　
＄
（
2
9
3
）
4
0
⊥
5

」
卓
　
球
　
ク
　
ラ
　
ブ
i

初
心
者
の
方
、
多
数
の
入
部
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
籠
冒
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
所
　
竃
書
館

▽
対
　
象
　
中
学
生
以
上

▽
会
費
生
三
幸
円

▽
申
込
先
画
接
会
渇
か
、
遠
賀
川
　
接
尾

修
身
　
舘
（
2
9
3
）
0
1
⊥
6

甲
田
向
田
関
東
圏
O
n
M
は
閉

ま
だ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
汗
を
か
い
た
こ
と

の
な
い
京
自
分
の
体
で
確
か
め
て
、
楽
し

み
な
が
ら
あ
な
た
も
今
す
ぐ
健
康
美
人
に
。

▽
レ
ッ
ス
ン
日
　
毎
過
火
砲
日

▽
時
間
　
ュ
9
時
0
0
分
子
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
入
会
金
　
干
害
早
円

▽
会
　
費
月
二
千
円

▽
指
導
者
　
徳
永
浩
子

▽
申
込
先
浅
木
嶋
崎
調
書

衝
（
2
9
3
）
6
7
3
3

ガ

ー

ル

・

ス

カ

ウ

ト

福
岡
爪
需
大
田

遠
賀
町
に
ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
が
発
団
し

て
、
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ウ
一
丁
、
ジ
ュ
一
テ
、
ア
ダ
ル
ト

は
、
毎
週
自
問
目
、
十
時
か
ら
二
時
間
、
ス

カ
ウ
ト
集
会
所
（
元
商
工
会
）
を
中
心
に
、

楽
し
い
集
会
を
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ガ

ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

◎
ブ
ラ
ウ
一
丁
部
門

▽
対
象
　
小
学
一
年
生
～
三
年
生

◎
ジ
三
一
ア
部
門

▽
対
象
　
小
学
四
年
生
⊥
（
年
生

▽
申
込
先
　
新
町
　
院
内
明
子

＄
（
2
9
3
）
1
1
8
6

◎
広
漠
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
砲
日
、
金
団
日

▽
時
間
　
1
7
時
5
0
分
～
1
9
時
0
0
分

▽
場
所
広
漠
小
学
校
体
育
館

◎
今
古
賀
教
室

▽
練
習
日
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
ェ
9
時
5
0
分

▽
鴇
所
第
一
武
道
賀
英
公
民
館
横
）

◎
添
木
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
田
口
、
木
頓
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
場
所
第
二
武
道
場
（
浮
木
小
学
校
内
）

◎
島
田
教
室

▽
練
習
日
毎
週
水
曜
日
、
＋
霞
目

▽
時
間
　
ュ
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
場
所
畠
門
小
学
校
体
育
館

▽
申
込
日
　
4
月
1
9
日
（
金
）

1
8
時
～
1
9
時

▽
申
込
場
所
　
暖
波
教
室

今
古
賀
教
室
（
浅
木
、
島
関

南
教
室
も
含
む
）

▽
対
　
象
∴
小
学
生
一
年
以
上

▽
会
員
数
　
百
二
十
名

▽
指
導
者
　
十
九
名

▽
そ
の
他
女
子
A
美
歓
迎

▽
輿
晃
・
広
渡
教
室

由
央
重
義
憲

＄
（
2
9
3
）
2
2
6
0

・
今
古
賀
、
浅
木
、
島
田
聾

尾
崎
畑
生
祥
二

＄
（
2
9
3
）
0
3
6
7

四
囲
田
園
四
日
圏

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ー
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
三

十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
方
々
が
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
月
千
円

▽
申
込
先
直
撰
会
場
か
、
虫
生
津
　
竹
内

三
枝
子
　
禽
（
2
9
3
）
5
6

7
ェ

裏
門
少
女
バ
　
レ
ー

ボ
　
ー
　
ル
　
ク
　
ラ
ブ

ス
ト
レ
ス
解
消
、
低
廉
保
持
に
入
会

し
ま
せ
ん
か
。

正
確
な
ス
テ
ッ
プ
を
初
歩
か
ら
正
し

く
教
え
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

当
チ
ー
ム
は
昭
和
五
十
八
年
に
息
門
校
区

を
対
象
と
し
て
、
孟
峡
達
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
、
「
礼
儀
正
し
さ
」
「
集
団
活
動

（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
の
大
切
さ
」
「
強
い
精

神
力
を
養
う
」
「
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
」
な

ど
の
明
る
い
子
供
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
、
北
九
州
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
五
年

生
大
会
で
三
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
立
派
な

成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
と
時
間

・
毎
週
火
曜
日
　
1
7
時
5
0
分
～
ュ
9
時
5
0
分

・
毎
週
土
曜
日
　
1
4
時
～
ュ
6
時

▽
場
　
所
　
畠
田
小
学
校
体
育
館

▽
会
　
費
　
月
五
百
円

▽
対
象
島
門
小
学
校
四
年
～
六
年
生

▽
指
導
者
　
七
名

▽
申
込
先
別
府
宮
原
征
四
郎

館
（
2
9
3
）
3
1
3
7

▽
時
間
　
ュ
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分
　
i

▽
場
所
箋
錫
館
ホ
ー
ル
　
一

▽
会
安
月
二
千
円
　
　
　
　
－

▽
対
象
年
齢
、
驚
別
問
わ
ず
　
　
調

▽
貪
敬
二
去
∴
∴
∴
　
地

▽
申
込
先
面
接
会
鴇
か
、
別
府
高
　
i

杢望　　　－

＄

（

2

9

3

）

2

8

3

1

一
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続
遠
賀
町
文
…
字
散
歩

西
川
を
遡
る

砥
愚
の
た
も
と
か
ら
海
の
方
に
の
ひ
た

波
止
。
朝
の
光
り
が
水
の
面
を
流
れ
る
。
こ

の
波
止
に
教
本
、
極
の
木
が
生
え
て
い
る
。

凪
は
東
か
ら
、
や
わ
ら
か
に
吹
い
て
く
る

が
、
釣
り
を
す
る
人
た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
は

関
わ
り
な
い
、
と
い
う
姿
で
た
だ
浮
き
の
動

き
だ
け
に
眼
を
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
み
え

る。
ま
っ
白
い
漁
舟
が
一
饉
潜
の
方
か
ら
長
い

薄
を
つ
ら
ね
て
戻
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
見

送
る
釣
人
た
ち
の
眼
は
、
い
か
に
も
因
っ
た

と
い
う
顔
で
あ
る
。

万
葉
集
巻
七
に
あ
る
歌

天
霧
ら
ひ
び
か
た
吹
く
ら
し
水
茎
の

岡
の
港
に
波
立
ち
わ
た
る

こ
の
あ
た
り
か
ら
島
津
方
面
の
こ
と
を
歌

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ひ
か
た
」
は
東
風

か
、
東
南
風
の
こ
と
で
あ
る
。
天
怒
ら
い
と

い
う
の
で
、
空
に
霧
が
立
ち
こ
め
た
よ
う
に

な
っ
て
「
目
方
」
が
吹
く
、
と
い
う
あ
り
さ

ま
を
う
た
っ
た
も
の
で
、
永
く
吹
き
つ
つ
け

る
梅
雨
の
こ
ろ
で
は
海
も
荒
れ
て
船
出
を
難

し
く
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

「
水
茎
」
と
は
批
言
葉
で
あ
る
は
か
り
で

な
く
、
川
の
あ
り
さ
ま
を
表
わ
し
て
い
る
の

で
、
昔
の
人
の
情
緒
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ

る。
撮
り
返
る
と
確
固
橋
に
は
、
絶
え
ず
自
動

由
が
往
き
交
う
。
こ
こ
か
ら
左
岸
を
伝
い
、

し
ば
ら
く
上
流
に
向
か
う
。

川
の
対
岸
は
芦
屋
東
と
よ
は
れ
る
と
こ
ろ

で
、
漁
舟
が
二
、
三
十
線
も
あ
る
だ
ろ
う
繋

が
れ
て
、
白
い
美
し
い
姿
を
水
に
映
し
た
し

て
い
る
。
夜
は
釣
に
出
か
け
る
が
、
昼
は
あ

ま
り
出
な
い
の
か
。

橋
を
渡
る
と
遠
賀
町
だ
が
、
こ
の
ま
ま
川

津
を
の
ぼ
る
。

こ
の
あ
た
り
は
昔
、
も
う
一
つ
小
さ
い
用

が
あ
っ
た
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
詳

し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

菜
の
花
が
咲
く
向
う
岸
は
島
津
で
、
春
田

を
耕
す
ト
ラ
ク
タ
ー
の
赤
い
動
き
が
見
ら

れ
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
あ
た
り
の
空
気
を
ふ

る
わ
し
て
い
る
。

麦
の
い
ろ
が
美
し
い
緑
を
な
け
、
す
こ
し

う
ず
み
ど
り
の
畑
は
玉
葱
だ
ろ
う
。

前
か
－
h
来
る
老
夫
婦
に
声
を
か
け
ら
れ
、

気
が
つ
く
と
、
い
つ
か
芦
屋
を
訪
ね
た
時
物

を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
だ
っ
た

「
ど
う
も
…
：
ど
ち
ら
へ
」

「
堂
塔
寺
へ
参
り
ま
し
た
」

彼
岸
参
り
で
も
し
た
の
だ
ろ
う
、
静
か
な
二

人
に
う
ら
や
ま
し
い
ほ
ど
の
姿
で
あ
る
。

西
川
は
掛
か
に
春
の
陽
を
反
射
し
、
岸
の

費
も
春
め
く
い
ろ
に
な
っ
て
、
猫
柳
の
芽
も

心
な
し
か
生
き
生
き
と
光
る
よ
う
で
あ
る
。

（
片
山
花
御
史
）

電
　
開
設
の
教
室

田
園
音
型
音
羽
園
田

▽
期
間
　
5
月
⊥
4
日
（
火
）
か
ら
四
週
間

毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日
、
土
曜

日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
料
金
千
円

▽
指
導
者
遠
賀
町
弓
道
者
連
盟
有
段
者

四
囲
鞠
相
田
∵
関
田

▽
期
　
間
　
1
月
2
0
日
（
土
）
～
5
月
ュ
8
日

（
日
）
の
う
ち
、
土
、
日
、
祭

日
の
十
二
日
間

9
時
～
日
時
（
日
・
祭
日
）

ュ
4
時
～
1
6
時
（
土
）

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
対
象
小
学
三
年
～
中
学
三
年
生

女
子
も
可

▽
料
金
　
二
百
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

▽
申
込
締
切
　
4
月
1
8
日
（
木
）

∴
園
園
田
的
幽
圏

1
番
の
初
心
者
教
室
　
－

▽
期
間
　
4
月
2
1
日
（
日
）
か
ら
毎
週
日

岡
日
十
五
回
コ
ー
ス
念
天
晴

は
順
延
）

▽
時
　
間
　
的
時
～
1
2
時

▽
料
金
　
七
千
五
百
円
（
十
五
国
分
）

▽
指
導
者
佐
藤
貴
之
助
公
認
コ
ー
チ

▽
主
　
催
∴
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

教
室
終
了
後
テ
ニ
ス
を
続
け
ら
れ
る
方
は

遠
賀
一
三
ス
ク
ラ
ブ
に
入
会
く
だ
さ
い
。

徹
迎
し
ま
す
。

▽
入
会
金
　
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
五
百
円

（
同
園
＝
風
聞
園
田

花
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
勉
強
し
て
み

た
い
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
4
月
～
昭
和
6
1
年
3
月

毎
月
第
四
金
㈱
日

▽
時
間
　
9
時
0
0
分
～
n
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
串
央
公
民
館
（
語
義
）
お
よ
び

そ
の
周
辺
（
実
技
）

▽
対
　
象
　
町
内
成
人
者

▽
料
　
金
∴
無
料

▽
締
切
日
　
1
月
2
2
日
（
月
）
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‘
妊
申
婦
i
i
ワ
椙
汗
談

▽
期
　
日
　
4
月
1
5
日
（
月
）

▽
時
間
9
時
約
分
か
ら
宣
0
時
5
0
分
の
間

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
3
～
6
カ
月
児

▽
轄
珍
品
母
子
手
帳

▽
内
容
体
重
・
身
長
等
の
測
定

馨
等
の
相
談

▽
料
金
　
無
料

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
襲
晶

▽
内
　
容

▽
料
金

4
月
お
目
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。
役
場
保
健
室

妊
産
婦

手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

新
生
児
の
扱
い
方
入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

籍

避

妊

の

話

㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

ピ
ル
（
経
口
避
妊
薬
）

薬
を
内
服
す
る
だ
け
で
避
妊
効
果
が
得
ら

れ
る
た
め
、
外
国
で
は
広
く
用
い
ら
れ
て
お

り
、
わ
が
国
で
も
医
師
に
処
方
し
て
も
ら
え

ば
使
用
で
き
る
避
妊
薬
。

以
前
、
白
ね
ず
み
に
卵
巣
ホ
ル

モ
ン
の
注
射
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
子
宮
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、
卵
巣

ガ
ン
、
腔
ガ
ン
、
脳
下
垂
体
腫
癌

が
で
き
て
世
間
を
騒
が
せ
た
研
究

が
あ
り
ま
し
た
が
。

ハ
イ
、
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

ピ
ル
は
少
重
と
は
い
え
、
二
種

類
の
卵
巣
ホ
ル
モ
ン
の
合
剤
で
す

か
ら
発
ガ
ン
の
恐
れ
は
無
い
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
無
い
で
し
ょ
う
。
理
由
と
し
ま
し

て、①
動
物
に
は
種
居
特
異
性
が
強
く
、
白
ね
ず

み
や
つ
さ
き
に
、
卵
巣
ホ
ル
モ
ン
に
よ
り
ガ

ン
は
で
き
て
も
、
類
人
猿
合
さ
る
に
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
動
物
実
験
の
鮨
栗
を
そ
の
ま

ま
、
人
間
に
あ
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せん。
②
実
験
動
物
の
体
重
と
、
そ
れ
に
与
え
ら
れ

た
ホ
ル
モ
ン
の
登
と
の
製
口
を
、
人
体
に
換

算
す
る
と
ケ
タ
違
い
の
量
と
な
り
、
人
体
に

授
与
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
つ
つ
く
）

擬
書
評
隷
書
諸
法

［
回
国
闇
開
田

①
ひ
ざ
を
立
て
、
手
を
組
ま
せ
る
ま
で
は
「

壷
の
と
き
と
同
じ

⑧
ひ
ざ
の
下
に
片
腕
を
深
く
入
れ
て
腰
矛
支

え
、
も
う
一
方
の
手
は
腰
の
下
に
差
し
入

れ
る

③
腰
を
上
げ
る
よ
う
に
し
な
か
ら
腕
を
手
前

に
引
く
（
下
半
身
の
向
き
を
変
え
る
）

④
片
手
で
手
前
の
肩
矛
支
え
、
も
う
一
方
を

首
の
下
か
－
（
入
れ
て
向
こ
う
の
肩
を
お
さ

え
る

⑤
腕
を
引
き
な
が
ら
ト
事
身
を
回
す

［
聞
出
〓
］

∧
ベ
ッ
ド
の
場
合
∨

①
ひ
ざ
を
立
て
さ
せ
、
看
護
人
は
病
人
と
向

か
い
合
っ
て
、
お
互
い
の
近
い
ほ
う
の
手

を
組
む
。
も
う
一
方
の
手
は
、
首
の
下
か

ろ
入
れ
て
屈
を
支
え
る
。
病
人
の
片
手
は

届
の
上
に
置
か
せ
る

⑤
雲
霞
人
は
、
一
方
の
足
か
ら
他
方
へ
体
重

を
移
動
さ
せ
な
が
ら
静
か
に
起
こ
す

∧
畳
の
場
合
∨

①
ひ
ざ
を
立
て
さ
せ
る

②
病
人
の
両
手
は
碧
謹
人
の
首
に
か
け
さ
せ

首
の
後
ろ
で
手
を
組
ま
せ
る

①
図
の
琵
領
で
起
こ
す
（
左
図
）
。

▼
た
た
み
の
場
合
は
ベ
ッ
ド
よ
り
ず
っ
と
大

き
な
力
が
必
要
で
す
。
膜
を
痛
め
な
い
よ

う
、
看
護
人
は
足
の
位
置
に
注
意
し
て
、

に
堅
く
巻
い
た
も
の
を
、
中
に
ぴ
っ
た
り

背
と
当
て
て
体
を
支
え
ま
す
。
こ
の
と

き
、
ひ
ざ
が
重
な
ら
な
い
よ
う
少
し
ず
ら

し
、
両
足
の
問
と
毛
布
や
座
ふ
と
ん
を
は

さ
み
ま
す
。

ま
た
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
ぬ
い
ぐ
る
み
な

ど
の
「
抱
き
枕
を
か
か
え
さ
せ
る
と
、
体

に
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
体
を
テ
コ
の
よ
う
に
利
用
し
て
起

こ
し
ま
す
。

▼
背
も
た
れ
を
使
う
と
き
は
、
頭
、
首
す

じ
、
胸
が
真
っ
す
ぐ
に
な
る
よ
う
に
、
し

っ
か
り
し
た
も
の
毒
使
い
ま
す
。
ふ
と
ん

な
ど
は
、
体
が
沈
ん
で
苦
し
い
の
で
避
け

ま
す
。
ひ
ざ
の
下
に
は
、
座
ふ
と
ん
な
ど

を
丸
め
て
入
れ
ま
す
。

▼
寝
た
ま
ま
で
横
向
き
に
位
置
を
変
え
た
と

き
は
、
毛
布
を
四
つ
折
り
に
し
て
、
外
側

外
巻
き
だ
と
、

巻
い
た
毛
布
が
戻
ら
な
い

縫



（11）塵⑱筋の舘

●　　　　　　　　　　　一常

今古賀295番地　　　　　　　　　　広漠1812番地の4

加藤　直之　くん　　加藤　貴子ちゃん　　行事　知恵ちゃん

（翼‾態さんの次男）（嬰‾絃さんの蝦）（薬学さんの長女）
昭和59年4月13日生

私、歩くのだいぶん上手
になりました。天気のいい

目は、お兄ちゃんと外で元

気に遊んでいます。

顔に自信ないので、せめ
て気持ちのやさしいこころ

美人になり7こいです。

昭和59年6月7日生

私選双子ですが二卵牲なので、顔も性格も全く遜って
います。生まれ加寺が小さかったので、同じ九カ月の友

達に比べれば少々小柄です。でも、食欲はどちらも旺盛
で、おばあちゃんが畑で作っ｝こ自然いっぱいの新鮮な野

菜や、ご飯を沢山食べて元気に育っています。この頃
は、一人でちゃんとおすわりして手をたたいたり、つか

まり立ちなどして遊んでいます。

心
が
け
し
だ
い
で
ど
ち
ら
に
も
な
り
ま
す

ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

「
持
ち
運
び
に
便
利
だ
か
ら
」
「
自

動
販
売
機
な
ど
か
ら
手
軽
に
鵜
え
る

か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、
ジ
ュ
ー
ス

や
ビ
ー
ル
な
ど
の
缶
入
り
飲
料
が
夫

モ
テ
で
す
。
一
年
間
に
飲
ま
れ
る
数

は
、
何
と
百
億
個
。
十
数
年
前
に
比

べ
て
、
約
十
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
計

算
で
す
。

確
か
に
、
手
軽
で
、
丈
夫
で
、
保

存
の
き
く
缶
入
り
飲
料
は
、
渦
識
者

に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
。
し
か
し
そ

の
．
方
で
、
披
け
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
が
、
日
本
の
自
然
や
町
並
み
を
汚

し
て
い
ま
す
。

環
規
庁
が
調
べ
た
「
空
き
缶
の
投

げ
捨
て
理
由
」
を
見
て
み
る
と
、
近

く
に
ゴ
ミ
箱
が
な
か
っ
た
か
ら
　
（
四

三
％
）
、
自
動
車
に
乗
っ
て
い
て
始
末

に
関
っ
た
か
ら
（
一
四
・
六
％
）
、
ゴ

ミ
箔
や
家
ま
で
持
ち
運
び
が
面
倒
だ

っ
た
か
ら
　
二
　
二
九
％
）
な
ど
が

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
扱
げ
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
は
、
地
域
の
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

で
一
つ
一
つ
拾
わ
れ
ま
す
。
捨
あ
れ

だ
空
き
缶
は
、
環
境
庁
の
調
査
で
分

か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
一
年
間

に
四
億
叩
子
方
個
、
実
際
は
こ
れ
よ

り
は
る
か
に
多
い
数
字
に
な
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
拾
っ
て
も

次
か
ら
次
へ
と
捨
て
て
い
く
人
が
後

を
断
た
ず
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、

と
い
っ
た
甫
完
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す

空
き
缶
を
投
げ
捨
て
た
経
験
の
あ

る
あ
な
た
、
道
路
や
公
開
は
ゴ
ミ
捨

て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の

捨
て
だ
空
き
缶
が
、
だ
れ
か
の
手
を

煩
わ
す
　
－
。
こ
の
言
葉
を
も
う

度
か
み
し
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か。
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m間i日間iiI用相川i剛i用間il細川ii日間ii順間ii用州開聞用iI用順用i剛州ii用剛iI順ii間用間間用同順i剛im同順i順順i肌用用順i剛周囲剛用用同州順im間開聞肌用immilii潮間順il用順i剛川面i順相聞i洲日用州ilii剛ilル

層 下 調の還蹟調蓋麗語義轟
◎時間の中で、ロ：ローロ：ロは、その時間内であれば可。

口：ローは、その時間から始まるので、時間までに集まること。

日 �唖 �行　事　内　容 �時　　間 �難会揚i担当係名 �� �詳　細 

15 �月 �乳　　児　　相　　談 � �役嫌艦上健繕係 ��生後3－6カ月児 �10ページ 

16 �（火 �民生児童委員会 � �雛会鞄巨祉係 ��各民生児童委員 � 

18 �i 木 �軟式野球競技 女子′ヾレーボール競技 監督会議 �19：30－ �勤労者体育 センター �体　育　係 �4月15日（月）までに申 込滋の各チームの監督 � 

23 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30－－ �役場保健室 i �保健衛生係 �妊産婦 �10ページ 

台詞ご讐）合同相談 � �公民館別館 �福　祉　係 �相談内容は⑭で料金無料。 � 

28 �日 �軟　式　野　球　競　技 �7：40－ �努汚坤体育係 ��申込地区チーム � 

女子バレーボール競技 �8：40－ �驚発育i体育係 ��申込地区チーム � 

卓球競技の結果

（亘2回遠賀町民体育キ圭）

浅木Bチーム、他を寄せつけず優勝
3月24日、広漠小学校体育館で卓球競技（団体）が9チーム

が参加して行

われました。

鮨某は、流木

Bチームが圧

倒的な強さを

見せ優勝、準

健勝は中央チ
ームでした。

遠賀川駅⇒
0月14日から

近距触手ップが

自動販売機に

3月14日から遠賀Iii駅でキップをお求めの場合は、近距離の

片道キップと入場券が自動販売機になりました。（1，600円区間）

その他のキッ

プ、特急券、

指定席券、定

期券、往復キ

ップなどは一

般窓口でお求

めください。

○。交　通　規　制。〇

回回国画一馳軸逮輔一
現在、浅木地区および虫生津地区の幹線道路（県道

宮田遠賀線）は、駐車禁止になっておらず、駐車車両

が増加し、交通事故の発生や交通流が著しく阻害され

ています。さらに、垂木線の廃止により、路線バスの

増便、マイカー通勤の増加が予想されるため、交通事

故を未然に防止するために4月中旬から駐車禁止規制

を実施します。　　　　　　　－折尾警察署－

福南京巡回交通事故相識

○中間市市民相談室

5月7日、6月3日、7月1日、8月5日、9月2

日、10月7日、11月5日、12月2日

時間は10時－16時（受付15時まで）

○常設相談場所

福岡県交通専政相談所（福岡県庁内9階北側）

時間は平日9時－17時（受付16時まで）

土曜日は9時－12時（受付11時）


